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広瀬化学薬品株式会社

広瀬化学薬品株式会社
https://www.hirosechem.co.jp/about.html

会社名 広瀬化学薬品株式会社

設立 1947年6月11日

役員構成

•取締役会長 広瀬努
• 代表取締役社長 広瀬 亮
•

取締役 阪本豊起
• 取締役 吉川誠
• 監査役 木下正彦
• 監査役 広瀬優美子

資本金 3,000万円

事業内容 試薬・臨床検査薬・工業薬品・関連機器装置の販売

許認可一覧

医薬品販売業許可証【本社】
医薬品販売業許可証【兵庫西支店】
高度管理医療機器等販売業貸与業許可証【本社】
高度管理医療機器等販売業貸与業許可証【兵庫西支店】
動物用医薬品卸売販売業許可証【本社】
動物用医薬品卸売販売業許可証【兵庫西支店】
毒物劇物一般販売業登録票【本社】
毒物劇物一般販売業登録票【兵庫西支店】
古物商販売業

各種登録等

KEMS(こうべ環境フォーラム)ステップ2
健康経営優良法人
ひょうご仕事と生活の調和推進企業認定
事業継続力強化計画認定

https://www.hirosechem.co.jp/about.html
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業務・ビジネスモデル

採用情報ページより引用
https://hirosechem.co.jp/recruit/works/

試薬・臨床検査薬・工業薬品・関連
機器装置の販売

病院などの医療機関や臨床検査を代
行する検査センターなどへ定期的に
訪問し検査試薬や関連情報を提供イ
ンフルエンザ検査キット、新型コロ
ナ検出キットをはじめ複数項目を同
時に測定する大型の分析装置、それ
らに使用する臨床検査試薬採血管や
尿コップなどの消耗品とさまざまな
ものを取り扱っている

https://hirosechem.co.jp/recruit/works/
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取り扱い商品数の特徴

取り扱いメーカー
300社超

取り扱い商品数
5100万件以上

取引先の医療機関・研究
機関・企業・官公庁の多
様なニーズに応えるため
の圧倒的な商品数
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プロジェクト背景・課題
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営業・経営企画のデータ分析ニーズ

どんな商品が
今年は売れ行きが良い？

過去の傾向から予め発注
したほうが良い商品は？

取引先毎にどんな商品が
売れているの？

どんな商品が他のお客様
にも提案しやすい？
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圧倒的な商品数を持つが故のデータ活用課題

圧倒的ロングテールのラインナップ・メーカー横断での類似商品多数
商品数が多すぎて、適切な商品カテゴリを付与できない

商品カットで傾向分析ができない！
商品単位の分析では粒度が細かすぎて適切な傾向が見にくい

結果、数値に基づいた営業活動や提案が難しかった
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商品マスタ・カテゴリーの課題

主な商品マスタは業界で共同出資して構築されている
カタログ管理会社から受領し登録
カタログには一応商品カテゴリが備わっている

しかし

・メーカー毎で独自のカテゴリーを付与
・類似商品でもメーカー毎でカテゴリー名が異なる
・正確性は担保されていない
・大分類は5種類だけで粒度が荒い

結果、データ分析では使いにくいデータとなっている
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人力で商品カテゴリを付与するのは非現実的

・1商品1秒かけたとしても、5100万アイ
テムのカテゴリーを設定するには
「14,166時間」およそ「600日」近くかか
る想定

・人件費が仮に500万/年だとしても、
750万ほどかかるプロジェクト

・その後のメンテナンスも検討しなけれ
ばいけない

・カテゴリ付与を人力で頑張るのは現実
的ではない
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解決アプローチ
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MCP の活用による解決に挑戦！

MCP（Model Context Protocol）とは
AI プラットフォーム「Claude」を提供す
るAnthropic が開発しオープンソースと
して公開

「アプリケーションがLLM（大規模言語
モデル）にコンテキストを提供する方法
を標準化するオープンプロトコル」
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利用サービス
CData MCP Server・Connect AI

基幹システムとして利用しているHCL Domino と AI/LLM を接続するために利用



13

4ステップでAI がビジネスデータに接続
ビジネス部門でも始められるAI 活用として採用

① MCP Server の
インストール

② Claude Desktop の
構成ファイルを変更

③ Claude Desktop に
MCP Server が追加

④ 質問に応じてLLM が
連携を利用できる
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AI・LLM は各API の異なる仕様を意識せず
標準化されたインターフェース・SQLでアクセス

標準
SQL

API
リクエスト

テーブルAPI
レスポンス

CData

MCP

Server

REST API の仕様のままのMCP でアクセスしてしまうと、API 毎の仕様の差異を正確に
把握できず、LLM がハルシネーションを起こしてしまう可能性がある

CData MCP Server では一度汎用的なSQL インターフェースを利用することで、LLM
が咀嚼しやすい形でデータ分析を可能に

また、集計処理機構をMCP Server 内部メモリ上で実現するため、大量データ処理が必
要でも、不必要なAI トークン消費を抑えることが可能
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アーキテクチャ

User Claude
Desktop

基幹システム

Claude 
Sonnet 4.5

受注データの最新の傾向、
売れ筋など分析して！

基幹システムとLLM・AI をMCP で繋ぐ
プロンプトのみで、LLMのチューニングや開発は一切無し
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プロジェクト成果



17

対象データの概要

• 受注No
• 受注日付
• 得意先No
• 得意先支店No
• 入力担当No
• 品目コード
• 品目名
• 規格・包装

• 受注数量
• 受注単価区分
• 部課No
• 担当No
• 分類コード
• 仕入先No
• 納品予定日
• 営業所コード

受注管理テーブル

商品の分類コードはあるが
4種類の大分類のみで分析用途

としては大枠すぎる
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LLM＆MCPの分析アプローチ

対象テーブルを特定後、傾向分析を行
うためのデータサンプリングを実施

サンプリング結果を元に、品目名から
傾向分析を行うためのカテゴリを自動

生成！
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実際の結果イメージ

今まで実現できなかった商品カテゴリおよび
市場特性に基づいた分析結果を提示に成功！
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ガバナンス面でのアプローチ



21

Claude の規約に基づいた社内説明

以下のClaude のデータプライバシーの内
容に基づいて、社内データが学習されない
という前提の元PoC を開始

• デフォルトでは、Anthropicはお客様と
の会話を生成モデルのトレーニングに使
用しません。

• Anthropicは、お客様のデータを第三者
に販売することはありません。

• Anthropicは、安全性違反の場合やフィ
ードバックとして共有された会話を除き、
ご要請に応じて速やかにデータを削除い
たします。
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信頼できるベンダーのMCP Server を利用

現在多くのMCP Server プロジェクトがコ
ミュニティ主導かつ実験的なプロジェクト
であり、セキュリティリスクなどが存在

CData MCP Servers は、信頼されている認
証方法（OAuth、Okta やAzure AD などの
シングルサインオンプロバイダー）を活用
して、安全で認証されたデータアクセスを
保証
また、CData のプラットフォームは、SOC 
2 Type II 認定、ISO/IEC 27001:2022準拠、
GDPR 準拠であり、堅牢なセキュリティ基
準を保証
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対象データ範囲の絞り込み

• 受注No
• 受注日付
• 得意先No
• 得意先支店No
• 入力担当No
• 品目コード
• 品目名
• 規格・包装

• 受注数量
• 受注単価区分
• 部課No
• 担当No
• 分類コード
• 仕入先No
• 納品予定日
• 営業所コード

受注管理テーブル

得意先や担当者、営業所、担当など
個人情報に該当するデータは

「No」などのコードベースで利用
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今後の展開
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PoC から組織展開・オペレーションへ適用

本プロジェクトは現在PoC フェーズ
今後組織展開を検討しつつ一部メンバーに
て効果検証を実施中

対象データは現在受注データのみだが、今
後は実際の商品マスターの実データに対し
てデータ取り込み時のカテゴリー付与の自
動化・AI Agent への取り組みも検討

それにより、すでに商品マスターにカテゴ
リーが付与された状態でのデータ活用がで
きる状態に持っていきたいと考えている
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